
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索装置であって、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段と、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、
　前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報と
ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算出する適
合度算出手段と、
　前記一般連想辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 前記適合度
に基づいて選択し、選択した前記一般連想辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手

ら前記入力情報に関連する単語である関連語を
取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、
　前記データベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報
を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする情報検索装置。
【請求項２】
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または 段を の値の大きさ
または 段

か 前記適合度の値の大きさに応じた数量分

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する



【請求項３】

【請求項４】
　前記適合度算出手段は、前記嗜好連想辞書特徴情報としてユーザの嗜好に関する情報で
あるプロファイルを用いる
　ことを特徴とする請求項１ 記載の情報検索装置。
【請求項５】
　前記適合度算出手段は、前記嗜好連想辞書特徴情報として前記嗜好連想辞書記憶手段に
記憶されている単語を用いる
　ことを特徴とする請求項１ 記載の情報検索装置。
【請求項６】
　前記適合度算出手段は、前記入力情報として事前に前記検索手段により検索された情報
を用いる
　ことを特徴とする請求項１ 記載の情報検索装置。
【請求項７】
　前記情報検索装置は、さらに、
　関連語を表示する表示手段と、
　前記表示手段に表示される前記関連語から一つ以上の関連語の、ユーザによる選択を受
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情報検索装置であって、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段と、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、
　前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報と
ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算出する適
合度算出手段と、
　前記適合度の値が所定の閾値よりも大きい場合は前記嗜好連想辞書記憶手段を、前記適
合度の値が前記所定の閾値以下の場合は前記一般連想辞書記憶手段を選択し、選択した前
記一般連想辞書記憶手段または前記嗜好連想辞書記憶手段から前記関連語を取得し、取得
した前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、
　前記データベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報
を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする情報検索装置。

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索装置であって、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段と、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、
　前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報と
ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算出する適
合度算出手段と、
　前記適合度が高いと前記嗜好連想辞書記憶手段から取得する関連語の数が前記一般連想
辞書記憶手段から取得する関連語の数よりも多くなり、前記適合度が低いと前記嗜好連想
辞書記憶手段から取得する関連語の数が前記一般連想辞書記憶手段から取得する関連語の
数よりも少なくなるように、前記入力情報に関連する関連語をそれぞれ前記嗜好連想辞書
記憶手段と前記一般連想辞書記憶手段から取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件
を生成する検索条件生成手段と、
　前記データベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報
を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする情報検索装置。

～請求項３のいずれか１項に

～請求項３のいずれか１項に

～請求項３のいずれか１項に



け付ける関連語選択入力手段とを備え、
　前記検索条件生成手段は、前記一般連想辞書記憶手段および前記嗜好連想辞書記憶手段
の少なくとも１つから取得した前記関連語を前記表示手段に表示し、前記表示手段に表示
される前記関連語から一つ以上の関連語がユーザによって選択されて、前記関連語選択入
力手段から受け付けられると、受け付けられた関連語を用いて検索条件を生成する
　ことを特徴とする請求項１ 記載の情報検索装置。
【請求項８】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索装置であって、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段と、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を関連度合いを示す関連値とともに記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、
　ユーザによって入力された情報である入力情報に関連する単語である関連語として、前
記嗜好連想辞書記憶手段から前記入力情報に対して前記関連値が所定の閾値以上である単
語を取得するとともに、検索条件を拡張することを要求する検索条件拡張命令を受け付け
ると、前記所定の閾値を所定の値だけ下げる嗜好関連語取得手段と、
　前記検索条件拡張命令が入力されている場合に、前記嗜好関連語取得手段で前記入力情
報に関連する未取得の関連語が取得されたか否かを判定する未取得関連語判定手段と、
　前記未取得関連語判定手段で、前記未取得の関連語が取得されていないと判定された場
合に、前記一般連想辞書記憶手段から前記関連語を取得する一般関連語取得手段と、
　前記未取得関連語判定手段で、前記未取得の関連語が取得されたと判定された場合には
、前記未取得の関連語を用いて検索条件を生成し、前記未取得の関連語が取得されていな
いと判定された場合には、前記一般関連語取得手段で取得された前記関連語を用いて検索
条件を生成する検索条件生成手段と、
　前記データベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報
を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする情報検索装置。
【請求項９】
　前記一般連想辞書記憶手段は、前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単
語間の関係を関連度合い示す関連値とともに記憶し、
　前記一般関連語取得手段は、前記一般連想辞書記憶手段から前記入力情報に対して前記
関連値が所定の閾値以上である単語を前記関連語として取得するとともに、同じ前記入力
情報に対して前記関連語の取得が２回目以上である場合には、前記所定の閾値を所定の値
だけ下げる
　ことを特徴とする請求項 記載の情報検索装置。
【請求項１０】

【請求項１１】

【請求項１２】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索方法であって、
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～請求項３のいずれか１項に

８

　前記データベースに格納される情報が番組情報である
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の情報検索装置。

　前記検索条件生成手段は、さらに、
　取得する前記関連語をユーザに提示する表示手段と、
　ユーザが前記表示手段に表示される関連語から検索条件としたい関連語を選択する選択
手段とを備え、
　前記検索条件生成手段は、前記選択手段でユーザにより選択された関連語を用いて検索
条件を生成する
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の情報検索装置。



　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 前記適合度 に基づいて選択
し、選択した前記一般連想辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 ら前記入力情
報に関連する単語である関連語を 取得し、取得し
た前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップと
　を含むことを特徴とする情報検索方法。
【請求項１３】

【請求項１４】

【請求項１５】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索方法であって、
　ユーザによって入力された情報である入力情報に関連する単語である関連語として、前
記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関係を
関連度合い示す関連値とともに記憶する嗜好連想辞書記憶手段から前記入力情報に対して
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または 段を の値の大きさ
または 段か

前記適合度の値の大きさに応じた数量分

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索方法であって、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記適合度の値が所定の閾値よりも大きい場合は前記嗜好連想辞書記憶手段を、前記適
合度の値が前記所定の閾値以下の場合は前記データベースに格納された情報に含まれる複
数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段を選択し、選択した前記一般連想辞書
記憶手段または前記嗜好連想辞書記憶手段から前記関連語を取得し、取得した前記関連語
を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップと
　を含むことを特徴とする情報検索方法。

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
情報検索方法であって、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記適合度が高いと前記嗜好連想辞書記憶手段から取得する関連語の数が、前記データ
ベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段
から取得する関連語の数よりも多くなり、前記適合度が低いと前記嗜好連想辞書記憶手段
から取得する関連語の数が前記一般連想辞書記憶手段から取得する関連語の数よりも少な
くなるように、前記入力情報に関連する関連語をそれぞれ前記嗜好連想辞書記憶手段と前
記一般連想辞書記憶手段から取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検
索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップと
　を含むことを特徴とする情報検索方法。



前記関連値が所定の閾値以上である単語を取得するとともに、検索条件を拡張することを
要求する検索条件拡張命令を受け付けると、前記所定の閾値を所定の値だけ下げる嗜好関
連語取得ステップと、
　前記検索条件拡張命令が入力されている場合に、前記嗜好関連語取得ステップにおいて
前記入力情報に関連する未取得の関連語が取得されたか否かを判定する未取得関連語判定
ステップと、
　前記未取得関連語判定ステップにおいて前記未取得の関連語が取得されていないと判定
された場合に、前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶
する一般連想辞書記憶手段から前記関連語を取得する一般関連語取得ステップと、
　前記未取得関連語判定ステップにおいて前記未取得の関連語が取得されたと判定された
場合には、前記未取得の関連語を用いて検索条件を生成し、前記未取得の関連語が取得さ
れていないと判定された場合には、前記一般関連語取得ステップで取得された前記関連語
を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップと
　を備えることを特徴とする情報検索方法。
【請求項１６】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
ためのプログラムであって、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想
辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 前記適合度 に基づいて選択
し、選択した前記一般連想辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 ら前記入力情
報に関連する単語である関連語を 取得し、取得し
た前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップとをコンピュータに実行させる
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１７】

【請求項１８】
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または 段を の値の大きさ
または 段か

前記適合度の値の大きさに応じた数量分

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
ためのプログラムであって、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記適合度の値が所定の閾値よりも大きい場合は前記嗜好連想辞書記憶手段を、前記適
合度の値が前記所定の閾値以下の場合は前記データベースに格納された情報に含まれる複
数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段を選択し、選択した前記一般連想辞書
記憶手段または前記嗜好連想辞書記憶手段から前記関連語を取得し、取得した前記関連語
を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップとをコンピュータに実行させる
　ことを特徴とするプログラム。

　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
ためのプログラムであって、
　前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関



【請求項１９】
　検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する
ためのプログラムであって、
　ユーザによって入力された情報である入力情報に関連する単語である関連語として、前
記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関係を
関連度合い示す関連値とともに記憶する嗜好連想辞書記憶手段から前記入力情報に対して
前記関連値が所定の閾値以上である単語を取得するとともに、検索条件を拡張することを
要求する検索条件拡張命令を受け付けると、前記所定の閾値を所定の値だけ下げる嗜好関
連語取得ステップと、
　前記検索条件拡張命令が入力されている場合に、前記嗜好関連語取得ステップにおいて
前記入力情報に関連する未取得の関連語が取得されたか否かを判定する未取得関連語判定
ステップと、
　前記未取得関連語判定ステップにおいて前記未取得の関連語が取得されていないと判定
された場合に、前記データベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶
する一般連想辞書記憶手段から前記関連語を取得する一般関連語取得ステップと、
　前記未取得関連語判定ステップにおいて前記未取得の関連語が取得されたと判定された
場合には、前記未取得の関連語を用いて検索条件を生成し、前記未取得の関連語が取得さ
れていないと判定された場合には、前記一般関連語取得ステップで取得された前記関連語
を用いて検索条件を生成する検索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップとをコンピュータに実行させる
　ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データベースに格納された情報に含まれる単語相互間の関連を記憶した連想
辞書を利用して情報検索を行う情報検索装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、データベースを検索するために用いられる連想辞書を作成する方法として、人手
によりデータベースの情報における単語相互間の関係を調べて連想辞書を作成する方法の
ほかに、電子化文書中の単語の出現頻度情報などを用いて連想辞書を自動的に作成する方
法がある。この単語相互間の関係から連想辞書を自動的に作成する方法についても種々の
方法が開発されている。
【０００３】
　このように作成された連想辞書の利用方法として、例えば、情報検索装置において検索
キーワードにより情報を検索した結果、該当する情報がない場合等に、連想辞書を用いて
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係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴
情報と、ユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算
出する適合度算出ステップと、
　前記適合度が高いと前記嗜好連想辞書記憶手段から取得する関連語の数が、前記データ
ベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段
から取得する関連語の数よりも多くなり、前記適合度が低いと前記嗜好連想辞書記憶手段
から取得する関連語の数が前記一般連想辞書記憶手段から取得する関連語の数よりも少な
くなるように、前記入力情報に関連する関連語をそれぞれ前記嗜好連想辞書記憶手段と前
記一般連想辞書記憶手段から取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検
索条件生成ステップと、
　前記データベースから前記検索条件生成ステップにおいて生成された前記検索条件に適
合する情報を検索する検索ステップとをコンピュータに実行させる
　ことを特徴とするプログラム。



検索キーワードに関連するキーワードを抽出し、抽出した関連キーワードにより再度情報
を検索することが行われている。
【０００４】
　このような情報検索装置としては、検索キーワードの入力補助として、関連語が格納さ
れている複数の連想辞書を用意し、検索に際してユーザに複数の連想辞書から１つの連想
辞書を選択させ、選択された連想辞書からユーザが入力したキーワードに関連した関連語
を取得して表示することができる文書処理装置が開示されている（例えば、特許文献１参
照）。また、個人のニーズに対応するため、個人別連想辞書を構築し、検索キーワードを
入力後、個人別の連想辞書に対して検索キーワードを検索し、個人別連想辞書内に検索キ
ーワードが存在しない場合は全キーワードが格納されている統合連想辞書から検索キーワ
ードに関する関連語を取得し、ユーザに提示する連想辞書作成装置が開示されている（例
えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１０－１３４０７５号公報
【特許文献２】特開２０００－３４８０４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の複数の連想辞書からユーザが使用したい辞書を選択して連想辞書
を利用することができる文書処理装置では、ユーザが連想辞書に含まれる関連語の種類を
理解することができるので、利用したい場面で適切な連想辞書を選択することができるが
、連想辞書に含まれる関連語がユーザの嗜好の変化などによって動的に変更される場合等
には、ユーザが連想辞書に含まれる関連語の種類を特定できないため、適切な場面で連想
辞書を適切に利用することが困難であった。
【０００６】
　例えば、テレビ番組において、放送波に重畳されている電子番組表などの番組情報に存
在する出演者名同士の関連度合いを計算して構築された一般連想辞書と、ユーザの嗜好に
合った出演者名同士を嗜好度合いに従って関連度合いを計算して構築された嗜好連想辞書
とを利用して番組検索を行う装置の場合、ユーザの嗜好が移り変わると嗜好連想辞書に格
納される出演者名が追加、または削除されるため、ユーザは嗜好連想辞書に格納される出
演者名を知ることができない。このため、ユーザは特定の出演者名に関連付けられた出演
者名を取得するため、まず嗜好連想辞書を参照して、嗜好連想辞書にはユーザの嗜好に合
った関連する出演者名が存在しないことを理解した後、一般連想辞書を参照するしかなく
、ユーザにとっては負荷が大きくなる。
【０００７】
　また、従来の個人別連想辞書と全キーワードが格納されている統合連想辞書を使い分け
ることができる連想辞書作成装置では、検索キーワードが個人別連想辞書に存在する場合
は必ず個人別連想辞書を利用するため、検索の文脈や表示コンテンツ、検索の場面を考慮
して、個人別連想辞書と統合連想辞書とを場面に応じて適切に使い分けることができなか
った。
【０００８】
　例えば、テレビ番組全体に対して、放送波に重畳されている電子番組表などの番組情報
に存在する単語間の関係を格納した一般連想辞書と、ユーザの好みのジャンルの番組の番
組情報に存在する単語間の関係を格納した嗜好連想辞書とを利用して番組検索を行う装置
の場合、ユーザの好みのジャンル外の番組情報に存在する単語に関係する関連語を嗜好連
想辞書から取得しようとしても、ユーザの好みのジャンルと対象としている番組のジャン
ルとが異なるため、適切な関連語を取得することが困難であった。
【０００９】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、ユーザの嗜好に適応して含
まれる単語が動的に変更される嗜好連想辞書と、データベースに含まれる全キーワードの
関係を記憶している一般連想辞書とを適切に切り替えて利用することができる情報検索装
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置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明に係る情報検索装置は、検索対象となる情報が格納さ
れたデータベースから検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置であって、前記デ
ータベースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶
手段と、前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語
間の関係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されてい
る単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報とユーザによって入力された情報である入力情
報との適合度合いを示す適合度を算出する適合度算出手段と、前記一般連想辞書記憶手段

前記嗜好連想辞書記憶手 前記適合度 に基づいて選択し、選択した
前記一般連想辞書記憶手段 前記嗜好連想辞書記憶手 ら前記入力情報に関連する
単語である関連語を 取得し、取得した前記関連語
を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、前記データベースから前記検索条件生
成手段で生成された前記検索条件に適合する情報を検索する検索手段とを備えることを特
徴とする。

【発明の効果】
【００１１】
　以上のように、本発明に係る情報検索装置によれば、入力情報に対して検索条件を拡張
するために嗜好連想辞書と一般連想辞書とを利用して関連語を取得する際、嗜好連想辞書
の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報と入力情報との適合度を算出し、この適合度に基づい
て嗜好連想辞書を利用する場面を決定することにより、嗜好連想辞書をより適切な検索条
件や検索の文脈、表示コンテンツ、検索の場面で利用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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または 段を の値の大きさ
または 段か

前記適合度の値の大きさに応じた数量分

　また、本発明に係る情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデータベースか
ら検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置であって、前記データベースに格納さ
れた情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段と、前記データ
ベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関係を記憶する
嗜好連想辞書記憶手段と、前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す
嗜好連想辞書特徴情報とユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを
示す適合度を算出する適合度算出手段と、前記適合度の値が所定の閾値よりも大きい場合
は前記嗜好連想辞書記憶手段を、前記適合度の値が前記所定の閾値以下の場合は前記一般
連想辞書記憶手段を選択し、選択した前記一般連想辞書記憶手段または前記嗜好連想辞書
記憶手段から前記関連語を取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検索
条件生成手段と、前記データベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件
に適合する情報を検索する検索手段とを備えることを特徴とする。
　また、本発明に係る情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデータベースか
ら検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置であって、前記データベースに格納さ
れた情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段と、前記データ
ベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関係を記憶する
嗜好連想辞書記憶手段と、前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴を示す
嗜好連想辞書特徴情報とユーザによって入力された情報である入力情報との適合度合いを
示す適合度を算出する適合度算出手段と、前記適合度が高いと前記嗜好連想辞書記憶手段
から取得する関連語の数が前記一般連想辞書記憶手段から取得する関連語の数よりも多く
なり、前記適合度が低いと前記嗜好連想辞書記憶手段から取得する関連語の数が前記一般
連想辞書記憶手段から取得する関連語の数よりも少なくなるように、前記入力情報に関連
する関連語をそれぞれ前記嗜好連想辞書記憶手段と前記一般連想辞書記憶手段から取得し
、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、前記データベー
スから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報を検索する検索手
段とを備えることを特徴とする。



【００１２】
　本発明の実施の形態に係る情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデータベ
ースから検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置であって、前記データベースに
格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段と、前記
データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関係を記
憶する嗜好連想辞書記憶手段と、前記嗜好連想辞書記憶手段に記憶されている単語の特徴
を示す嗜好連想辞書特徴情報とユーザによって入力された情報である入力情報との適合度
合いを示す適合度を算出する適合度算出手段と、前記一般連想辞書記憶手段および前記嗜
好連想辞書記憶手段の少なくとも１つから、前記適合度算出手段で算出された前記適合度
に基づいて前記入力情報に関連する単語である関連語を取得し、取得した前記関連語を用
いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、前記データベースから前記検索条件生成手
段で生成された前記検索条件に適合する情報を検索する検索手段とを備えることを特徴と
するものである。
【００１３】
　これによって、入力情報に応じて一般連想辞書および嗜好連想辞書の少なくとも一方か
ら適切に関連語を取得することができる。
【００１４】
　ここで、前記適合度算出手段は、前記嗜好連想辞書特徴情報としてユーザの嗜好に関す
る情報であるプロファイルを用いてもよい。
【００１５】
　これによって、ユーザの嗜好を反映した嗜好連想辞書は、ユーザの嗜好に関する情報で
あるプロファイルと同様の特徴を有しているので、適合度をプロファイルに基づいて簡単
に算出することができる。
【００１６】
　また、前記適合度算出手段は、前記嗜好連想辞書特徴情報として前記嗜好連想辞書記憶
手段に記憶されている単語を用いてもよい。
【００１７】
　これによって、例えば、手作業によってユーザが嗜好連想辞書を編集、作成する装置な
ど、プロファイルが存在しないような装置においても、入力情報に応じて一般連想辞書と
嗜好連想辞書とをより適切に切り替えて利用することができる。
【００１８】
　また、前記適合度算出手段は、前記入力情報として事前に前記検索手段により検索され
た情報を用いてもよい。
【００１９】
　これによって、例えば、事前に検索を行い表示した検索結果に含まれるキーワードがユ
ーザによって入力された場合に、前回の表示されている検索結果を考慮して一般連想辞書
と嗜好連想辞書とを適切に切り替えて利用することができ、検索結果が嗜好連想辞書と適
合する場合には、関連語としてユーザに適応した関連語を取得することができる。
【００２０】
　また、前記検索条件生成手段は、前記適合度の値の大きさに基づいて、前記一般連想辞
書記憶手段または前記嗜好連想辞書記憶手段を選択し、選択した前記一般連想辞書記憶手
段または前記嗜好連想辞書記憶手段から前記関連語を取得してもよい。
【００２１】
　また、前記検索条件生成手段は、前記適合度の値の大きさに応じた数量の前記関連語を
取得してもよい。
【００２２】
　また、前記検索条件生成手段は、前記適合度の値の大きさに応じた数量の前記関連語を
前記嗜好連想辞書記憶手段および前記一般連想辞書記憶手段からそれぞれ取得してもよい
。
【００２３】
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　また、本発明の実施の形態に係る情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデ
ータベースから検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置であって、前記データベ
ースに格納された情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一般連想辞書記憶手段と
、前記データベースに格納された情報に対するユーザの嗜好を反映した複数の単語間の関
係を関連度合いを示す関連値とともに記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、ユーザによって
入力された情報である入力情報に関連する単語である関連語として、前記嗜好連想辞書記
憶手段から前記入力情報に対して前記関連値が所定の閾値以上である単語を取得するとと
もに、検索条件を拡張することを要求する検索条件拡張命令を受け付けると、前記所定の
閾値を所定の値だけ下げる嗜好関連語取得手段と、前記検索条件拡張命令が入力されてい
る場合に、前記嗜好関連語取得手段で前記入力情報に関連する未取得の関連語が取得され
たか否かを判定する未取得関連語判定手段と、前記未取得関連語判定手段で、前記未取得
の関連語が取得されていないと判定された場合に、前記一般連想辞書記憶手段から前記関
連語を取得する一般関連語取得手段と、前記未取得関連語判定手段で、前記未取得の関連
語が取得されたと判定された場合には、前記未取得の関連語を用いて検索条件を生成し、
前記未取得の関連語が取得されていないと判定された場合には、前記一般関連語取得手段
で取得された前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、前記データベ
ースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する情報を検索する検索
手段とを備えることを特徴とするものである。
【００２４】
　これによって、検索条件拡張命令により嗜好連想辞書用の所定の閾値を下げて嗜好連想
辞書から関連語を取得することができ、さらに、嗜好連想辞書に格納される関連語を優先
的に利用しながらも、嗜好連想辞書から関連語が取得できない場合には、一般連想辞書を
利用して関連語を取得することができる。
【００２５】
　ここで、前記一般連想辞書記憶手段は、前記データベースに格納された情報に含まれる
複数の単語間の関係を関連度合い示す関連値とともに記憶し、前記一般関連語取得手段は
、前記一般連想辞書記憶手段から前記入力情報に対して前記関連値が所定の閾値以上であ
る単語を前記関連語として取得するとともに、同じ前記入力情報に対して前記関連語の取
得が２回目以上である場合には、前記所定の閾値を所定の値だけ下げてもよい。
【００２６】
　また、本発明の実施の形態に係る番組情報検索装置は、検索対象となる番組情報が格納
されたデータベースから検索要求に適合する番組情報を検索する番組情報検索装置であっ
て、前記データベースに格納された番組情報に含まれる複数の単語間の関係を記憶する一
般連想辞書記憶手段と、前記データベースに格納された番組情報に対するユーザの嗜好を
反映した複数の単語間の関係を記憶する嗜好連想辞書記憶手段と、前記嗜好連想辞書記憶
手段に記憶されている単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報とユーザによって入力され
た情報である入力情報との適合度合いを示す適合度を算出する適合度算出手段と、前記一
般連想辞書記憶手段および前記嗜好連想辞書記憶手段の少なくとも１つから、前記適合度
算出手段で算出された前記適合度に基づいて前記入力情報に関連する単語である関連語を
取得し、取得した前記関連語を用いて検索条件を生成する検索条件生成手段と、前記デー
タベースから前記検索条件生成手段で生成された前記検索条件に適合する番組情報を検索
する検索手段とを備えることを特徴とするものである。
【００２７】
　なお、本発明は、このような情報検索装置として実現することができるだけでなく、こ
のような情報検索装置が備える特徴的な手段をステップとする情報検索方法として実現し
たり、それらのステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現したりするこ
ともできる。そして、そのようなプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体やインターネ
ット等の伝送媒体を介して配信することができるのは言うまでもない。
【００２８】
　以下、本発明の各実施の形態について、それぞれ図面を参照しながら説明する。
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【００２９】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置の構成を示すブロック図である。
【００３０】
　この情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデータベースから検索要求に適
合する情報を関連語を用いて検索するための装置であり、入力部１０１、プロファイル記
憶部１０２、一般連想辞書記憶部１０３、嗜好連想辞書記憶部１０４、コンテンツ記憶部
１０５、適合度算出部１０６、検索条件生成部１０７、および検索部１０８を含んで構成
される。
【００３１】
　入力部１０１は、キーボードやマウス、リモコン等の入力装置で構成され、ユーザが検
索キーワードを含む検索条件や入力データを入力する。
【００３２】
　プロファイル記憶部１０２は、ユーザの嗜好に関する情報であるプロファイルをユーザ
ごとに記憶している。プロファイルには、例えば、ユーザの好みのコンテンツが属するジ
ャンル、好みの出演者や視聴時間などを含み、それぞれのデータ（ジャンル、出演者、視
聴時間など）に対応付けられた好みの度合いを示す重み値などが格納されている。
【００３３】
　図２は、プロファイル記憶部１０２に格納されているプロファイルの一例を示す図であ
る。ここでは、プロファイルには、データの種類を示すラベルと、データと、データに対
するユーザの好みの度合いを示す重み値とが対応付けられて格納されており、例えば図２
に示すように（ラベル、データ、重み値）として、（（＜ジャンル＞、ドラマ、８０）、
（＜ジャンル＞、ニュース、３０）、（＜人名＞、松下太郎、８０）、（＜人名＞、松下
花子、７０）、（＜人名＞、松下一郎、６０）、（＜放送時間＞、１２：００～１３：０
０、９０）、…）が格納されている。
【００３４】
　コンテンツ記憶部１０５には、例えばテレビ放送番組に関する情報やハードディスクレ
コーダ等に蓄積されたコンテンツに関する情報などが格納されている。
【００３５】
　一般連想辞書記憶部１０３は、コンテンツ記憶部１０５に格納されている情報に含まれ
ている複数の単語間の関係を示す一般連想辞書を記憶している。一般連想辞書には、例え
ば、複数の関連のある単語である関連単語が組にして格納されている。図３は、一般連想
辞書記憶部１０３に格納されている一般連想辞書の一例を示す図ある。ここでは、一般連
想辞書には、図３に示すように関連単語の組として、（ドラマ、松下太郎、松下花子、松
下五郎）、（バラエティ、松下太郎、松下次郎、漫才）、（時代劇、松下一郎）、…、が
格納されている。
【００３６】
　嗜好連想辞書記憶部１０４は、コンテンツ記憶部１０５に格納されている情報に含まれ
ている複数の単語に対して、ユーザの嗜好を反映した単語間の関係を示す嗜好連想辞書を
記憶している。嗜好連想辞書には、例えば、プロファイルに含まれるユーザが視聴したテ
レビ放送番組に関する情報から抽出されるジャンルや人名、放送時間などの単語に対して
、コンテンツ記憶部１０５に格納されている情報における関連単語が組みにして格納され
ている。ここでは、プロファイルに含まれる単語をユーザが視聴したテレビ放送番組に関
する情報から抽出される単語としたが、ユーザが直接入力する好みのジャンルや人名、放
送時間をプロファイルに含まれる単語としてもよい。図４は、嗜好連想辞書記憶部１０４
に格納されている嗜好連想辞書の一例を示す図である。ここでは、嗜好連想辞書には、図
４に示すように嗜好連想辞書関連単語の組として、（ドラマ、松下太郎、松下花子）、（
松下太郎、松下一郎）が格納されている。
【００３７】
　適合度算出部１０６は、入力部１０１から入力された検索条件と嗜好連想辞書記憶部１
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０４に格納されている嗜好連想辞書との適合度を算出する。ここでは、検索条件に含まれ
る検索キーワードを入力情報として用い、また、嗜好連想辞書はプロファイル記憶部１０
２に格納されるプロファイルに基づき作成されているので、プロファイルを嗜好連想辞書
に格納される単語の特徴を示す嗜好連想辞書特徴情報として用いる。よって、適合度算出
部１０６は、検索条件に含まれる検索キーワードと、プロファイル記憶部１０２に格納さ
れているプロファイルとの適合度を算出する。すなわち、適合度算出部１０６は、入力さ
れる検索条件に含まれる検索キーワードでプロファイルを検索し、プロファイル内におい
てこの検索キーワードに対して付与されている重み値を加算した値を適合度として算出す
る。なお、入力情報として、入力部１０１から入力された検索条件に含まれる検索キーワ
ードを用いているとしているが、この入力には例えば指定することも含まれる。
【００３８】
　検索条件生成部１０７は、適合度算出部１０６で算出された適合度に基づいて、一般連
想辞書記憶部１０３に格納されている一般連想辞書、または嗜好連想辞書記憶部１０４に
格納されている嗜好連想辞書を選択し、選択した一般連想辞書または嗜好連想辞書から検
索キーワードに関連する関連語を取得し、検索条件を生成する。ここでは、検索条件生成
部１０７は、適合度算出部１０６で算出された適合度が、所定の閾値よりも小さい場合は
一般連想辞書から関連語を取得し、適合度が所定の閾値よりも大きい場合は嗜好連想辞書
から関連語を取得する。
【００３９】
　検索部１０８は、検索条件生成部１０７で生成された検索条件に合致した情報をコンテ
ンツ記憶部１０５から取得し、検索結果として出力する。
【００４０】
　次に、このように構成された本実施の形態による情報検索装置の動作について説明する
。図５は情報検索装置の動作の流れを示すフローチャートである。
【００４１】
　ユーザによって入力部１０１から検索条件が入力されると、この検索条件を適合度算出
部１０６が受け付ける（ステップＳ１０１）。具体的な一例として、ユーザが入力部１０
１から検索条件「松下太郎のドラマを見たい」を入力した場合と、「松下太郎のバラエテ
ィを見たい」を入力した場合とについてそれぞれ説明する。
【００４２】
　適合度算出部１０６は、受け付けた検索条件と、プロファイル記憶部１０２に格納され
ているプロファイルとの適合度を算出する（ステップＳ１０２）。すなわち、適合度算出
部１０６は、入力部１０１から入力された検索条件から検索キーワードを抽出し、プロフ
ァイル記憶部１０２に記憶されるプロファイル内に検索キーワードが存在する場合は、そ
の検索キーワードに対する重み値を加算することで、検索条件とプロファイルとの適合度
を算出する。上記の例の検索条件が「松下太郎のドラマを見たい」である場合には、適合
度算出部１０６は、検索キーワード「松下太郎、ドラマ」を抽出し、プロファイルに格納
されている「松下太郎」の重み値「８０」と「ドラマ」の重み値「８０」を加算して、適
合度として「１６０」を算出する。また、上記の例の検索条件が「松下太郎のバラエティ
を見たい」である場合には、適合度算出部１０６は、検索キーワード「松下太郎、バラエ
ティ」を抽出し、プロファイルに格納されている「松下太郎」の重み値「８０」のみによ
り適合度として「８０」を算出する。
【００４３】
　次に、検索条件生成部１０７は、適合度算出部１０６で算出された適合度と所定の閾値
との大小を判定する（ステップＳ１０３）。ここで、適合度が所定の閾値以下の場合（ス
テップＳ１０３でＮＯ）には、検索条件生成部１０７は、一般連想辞書記憶部１０３に格
納される一般連想辞書を選択し、選択した一般連想辞書から検索条件に含まれる検索キー
ワードに関連する関連語を取得し（ステップＳ１０４）、検索条件を生成する（ステップ
Ｓ１０６）。一方、適合度が所定の閾値よりも大きい場合（ステップＳ１０３でＹＥＳ）
には、検索条件生成部１０７は、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される嗜好連想辞書を
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選択し、選択した嗜好連想辞書から検索条件に含まれる検索キーワードに関連する関連語
を取得し（ステップＳ１０５）、検索条件を生成する（ステップＳ１０６）。上記の例の
検索条件が「松下太郎のバラエティを見たい」である場合には、適合度算出部１０６で算
出された検索キーワード「松下太郎、バラエティ」に対する適合度が「８０」であるので
、検索条件生成部１０７は、所定の閾値（ここでは一例として、所定の閾値を「１００」
とする）以下と判断する。そして、検索条件生成部１０７は、一般連想辞書記憶部１０３
に格納されている一般連想辞書から検索キーワード「松下太郎、バラエティ」の関連語「
ドラマ、松下花子、松下五郎、松下次郎、漫才」を取得し、取得した関連語と検索キーワ
ードとを検索条件として出力する。また、上記の例の検索条件が「松下太郎のドラマを見
たい」である場合には、適合度算出部１０６で算出された検索キーワード「松下太郎、ド
ラマ」に対する適合度が「１６０」であるので、検索条件生成部１０７は、所定の閾値「
１００」よりも大きいと判断する。そして、検索条件生成部１０７は、嗜好連想辞書記憶
部１０４に格納されている嗜好連想辞書から検索キーワード「松下太郎、ドラマ」の関連
語「松下花子、松下一郎」を取得し、取得した関連語と検索キーワードとを検索条件とし
て出力する。
【００４４】
　次に、検索部１０８は、検索条件生成部１０７で生成された検索条件に合致した情報を
コンテンツ記憶部１０５から取得し、検索結果とする（ステップＳ１０７）。上記の例の
検索条件が「松下太郎のバラエティを見たい」である場合には、検索部１０８は、検索条
件生成部１０７で生成された検索条件「松下太郎、ドラマ、松下花子、松下五郎、バラエ
ティ、松下次郎、漫才」のいずれかのキーワードが含まれる情報をコンテンツ記憶部１０
５から取得し、それぞれの検索結果とする。また、上記の例の検索条件が「松下太郎のド
ラマを見たい」である場合には、検索部１０８は、検索条件「松下太郎、ドラマ、松下花
子、松下一郎」のいずれかのキーワードが含まれる情報をコンテンツ記憶部１０５から取
得し、検索結果とする。
【００４５】
　なお、本実施の形態では、適合度算出部１０６は、入力部１０１から入力される検索条
件とプロファイル記憶部１０２に格納されるプロファイルとの適合度を算出したが、プロ
ファイルの代わりに嗜好連想辞書記憶部１０４に格納されている嗜好連想辞書を用いて適
合度を算出するようにしてもよい。この場合、例えばユーザによって入力部１０１から検
索条件「松下五郎の時代劇を見たい」が入力された場合、検索条件から検索キーワード「
松下五郎、時代劇」を抽出し、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納されている嗜好連想辞書
から検索キーワード「松下五郎、時代劇」の関連語を所定数以上取得できた場合は、取得
した関連語と検索キーワードを検索条件として検索部１０８に出力し、関連語が所定数以
下の場合は、一般連想辞書記憶部１０３に格納される一般連想辞書から関連語を取得し、
取得した関連語と検索キーワードを検索条件として検索部１０８に出力する。この例では
、嗜好連想辞書から取得される検索キーワード「松下五郎、時代劇」の関連語の数は「０
」となり、例えば所定数を４とすると、所定数以下となるため、一般連想辞書から検索キ
ーワード「松下五郎、時代劇」の関連語「ドラマ、松下太郎、松下花子、松下一郎」を取
得し、取得した関連語と検索キーワードとを検索条件として検索部１０８に出力する。こ
うすることで、手作業によってユーザが嗜好連想辞書を編集、作成する装置など、プロフ
ァイルが存在しないような装置においても、検索条件に対して一般連想辞書と嗜好連想辞
書をより適切に自動的に切り替えて利用することができる。
【００４６】
　また、本実施の形態では、適合度算出部１０６は、入力部１０１から入力される検索条
件に含まれる検索キーワードとプロファイル記憶部１０２に格納されるプロファイルとの
適合度を算出したが、プロファイルの情報として使用場所等の使用状況を表す状況キーワ
ードやユーザの感情を表す感情キーワードなども格納している場合、入力部１０１からユ
ーザの状況や感情キーワード等も入力できるようにし、ユーザが入力した状況や感情キー
ワード等とプロファイルとの適合度を算出するようにしてもよい。
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【００４７】
　図６は、状況キーワードおよび感情キーワードを格納しているプロファイルの一例を示
す図である。このプロファイルには、図６に示すように状況キーワードと、感情キーワー
ドと、データの種類を示すラベルと、データと、データに対するユーザの好みの度合いを
示す重み値とが対応付けられて格納されている。この場合、例えば家の「リビング」にお
いてユーザによって入力部１０１から検索条件として「松下太郎が出ている楽しいドラマ
を見たい」が入力された場合、適合度算出部１０６は、検索条件から感情キーワード「楽
しい」と検索キーワード「松下太郎、ドラマ」を抽出し、プロファイル内の状況キーワー
ド「リビング」、感情キーワード「楽しい」の項目に属するデータ「松下太郎、ドラマ」
の重み値を加算して適合度「１６０」を算出し、算出した適合度を検索条件生成部１０７
に出力する。こうすることで、ユーザの状況や感情に合わせて一般連想辞書と嗜好連想辞
書をより適切な状況で自動的に切り替えて利用することができ、ユーザの状況や感情に合
った関連語を取得することができる。
【００４８】
　また、本実施の形態では、適合度算出部１０６は、入力部１０１から入力される検索条
件とプロファイル記憶部１０２に格納されるプロファイルとの適合度を算出したが、情報
検索装置がさらに表示部３０１を備え、表示部３０１においてコンテンツを表示している
場合、そのコンテンツとプロファイルとの適合度を算出するようにしてもよい。
【００４９】
　図７は、表示部に表示されている情報の一例を示す図である。例えば、図７に示すよう
に表示部３０１に松下太郎が出演しているドラマの情報が表示されている状況で、ユーザ
によって入力部１０１から検索条件として、「松下太郎の他の番組を見たい」と入力され
た場合、適合度算出部１０６は、検索条件から検索キーワード「松下太郎」を抽出し、次
に表示部３０１に表示している情報の中でコンテンツの特徴を現す単語（ここでは一例と
して「松下太郎、ドラマ」）を抽出する。そして、適合度算出部１０６は、抽出した単語
「松下太郎、ドラマ」と図３に示すプロファイルとの適合度「１６０」を算出し、この算
出した適合度「１６０」と検索キーワード「松下太郎」とを検索条件生成部１０７に出力
する。こうすることで、事前に検索を行い表示した検索結果に含まれるキーワードがユー
ザによって入力部１０１から入力された場合に、前回の表示されている検索結果を考慮し
て一般連想辞書と嗜好連想辞書とを自動的に切り替えて利用することができ、表示コンテ
ンツが嗜好連想辞書と適合する場合には、関連語としてユーザに適応した関連語を取得す
ることができる。
【００５０】
　また、本実施の形態では、検索条件生成部１０７は、一般連想辞書記憶部１０３に格納
される一般連想辞書、または、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される嗜好連想辞書から
入力部１０１から入力される検索条件に含まれる検索キーワードに関連する関連語を全て
取得していたが、一般連想辞書と嗜好連想辞書にそれぞれの辞書内の関連語間の関連度合
いが関連値として定義されている場合、検索キーワードに関連する関連語から関連値の大
きい関連語のみを取得するようにしてもよい。
【００５１】
　図８は、関連値が格納されている嗜好連想辞書の一例を示す図である。ここで、例えば
、検索条件生成部１０７は、適合度算出部１０６から適合度「１６０」と検索キーワード
「松下太郎、ドラマ」とが入力された場合、適合度「１６０」が所定の閾値「１００」よ
りも大きいと判断し、図８に示す嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される嗜好連想辞書か
ら所定の数の関連語（ここでは、一例として関連値の大きい方から３個、または所定の重
み値以上の関連語としてもよい）「松下一郎、松下次郎、松下三郎」を取得し、取得した
関連語と検索キーワードとを検索条件として出力する。こうすることで、取得される関連
語の関連度合いに関する精度を向上させることができる。
【００５２】
　また、本実施の形態では、検索条件生成部１０７は、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納
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される嗜好連想辞書から入力部１０１から入力される検索条件に含まれる検索キーワード
に関連する関連語を取得する際に、全ての関連語を取得していたが、嗜好連想辞書内の関
連語同士の関連度合いが関連値として定義されている場合、適合度算出部１０６で算出さ
れる適合度に比例した数量の関連語を関連度が高い順に嗜好連想辞書から取得するように
してもよい。
【００５３】
　この場合、例えば、検索条件生成部１０７は、適合度算出部１０６から適合度「１６０
」と検索キーワード「松下太郎、ドラマ」が入力された場合、適合度「１６０」が所定の
閾値「１００」よりも大きくさらに嗜好連想辞書に対する適合度も高いと判断し、適合度
が高い場合は、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される図８に示す嗜好連想辞書から所定
数の関連語（ここでは、一例として図９に示すような適合度とそれに対応した嗜好連想辞
書から取得する関連語の数が格納されるテーブルを参照して（ここでは、重み値の大きい
方から３個）、または、適合度に反比例した重み値以上の関連語としてもよい）「松下一
郎、松下次郎、松下三郎」を取得する。
【００５４】
　また、例えば、検索条件生成部１０７は、適合度算出部１０６から適合度１１０と検索
キーワード「松下太郎、ニュース」が入力された場合、適合度１１０が所定の閾値１００
よりも大きいが嗜好連想辞書に対する適合度は低いと判断し、適合度が低い場合は、図８
に示す嗜好連想辞書から所定数の関連語（ここでは、一例として図９に示すような適合度
とそれに対応した 連想辞書から取得する関連語の数が格納されるテーブルを参照して
（ここでは、重み値の大きい方から１個）、または、適合度に反比例した重み値以上の関
連語としてもよい）「松下一郎」を取得する。
【００５５】
　こうすることで、検索条件と嗜好連想辞書の適合度が高い場合は検索条件に関連度合い
が高い関連語の数量が多く嗜好連想辞書に格納されていると考え、取得する関連語を多く
し、検索条件と嗜好連想辞書の適合度が低い場合は検索条件に関連度合い高い関連語の数
量が嗜好連想辞書には少ないと考え、取得する関連語を少なくすることで、取得する関連
語の関連度合いに関する精度を向上させることができる。
【００５６】
　また、本実施の形態では、検索条件生成部１０７は、一般連想辞書記憶部１０３に格納
される一般連想辞書、または、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される嗜好連想辞書を選
択し、入力部１０１から入力される検索条件に含まれる検索キーワードに関連する関連語
を取得していたが、一般連想辞書と嗜好連想辞書の両方から適合度算出部１０６で算出さ
れる適合度に応じた数量の関連語を取得するようにしてもよい。
【００５７】
　この場合、検索条件生成部１０７は、例えば適合度算出部１０６から適合度１６０と検
索キーワード「松下太郎、ドラマ」が入力された場合、嗜好連想辞書に対する適合度が高
いと判断し、適合度が高い場合は、嗜好連想辞書記憶部１０４に格納される図８に示すよ
うな嗜好連想辞書から所定数の関連語（ここでは、一例として図９に示すような適合度と
それに対応した嗜好連想辞書から取得する関連語の数が格納されるテーブルを参照して（
ここでは、重み値の大きい方から３個）、または、適合度に反比例した重み値以上の関連
語）「松下一郎、松下次郎、松下三郎」を取得する。さらに、検索条件生成部１０７は、
一般連想辞書記憶部１０３に格納される図１０に示すような一般連想辞書から所定数の関
連語（ここでは、一例として図１１に示すような適合度とそれに対応した一般連想辞書か
ら取得する関連語の数が格納されるテーブルを参照して（ここでは、重み値の大きい方か
ら１個）、または、検索条件生成部１０７で取得する関連語総数をあらかじめ決めておき
、この総数から嗜好連想辞書から取得される関連語総数を除いた数でもよい）「松下六郎
」を取得する。
【００５８】
　また、検索条件生成部１０７は、例えば適合度算出部１０６から適合度１１０と検索キ
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ーワード「松下太郎、ニュース」が入力された場合、嗜好連想辞書に対する適合度が低い
と判断し、適合度が低い場合は、図８に示す嗜好連想辞書から所定数の関連語（ここでは
、一例として図９に示すような適合度とそれに対応した嗜好連想辞書から取得する関連語
の数が格納されるテーブルを参照して（重み値の大きい方から１個）、または、適合度に
反比例した重み値以上の関連語）「松下一郎」を取得する。さらに、検索条件生成部１０
７は、図１０に示すような一般連想辞書から所定数の関連語（ここでは、一例として図１
１に示すような適合度とそれに対応した一般連想辞書から取得する関連語の数が格納され
るテーブルを参照して（重み値の大きい方から２個）、または、検索条件生成部１０７で
取得する関連語総数をあらかじめ決めておき、この総数から嗜好連想辞書から取得される
関連語総数除いた数でもよい）「松下六郎、松下五郎」を取得する。
【００５９】
　こうすることで、検索条件と嗜好連想辞書の適合度が低い場合でも、一般連想辞書から
関連語を取得するだけでなく、嗜好連想辞書からも検索条件との関連度合いが高い関連語
のみを取得することで、一般的な関連語のみでなく、嗜好が反映された関連語をユーザに
案内、または、情報検索することができる。
【００６０】
　また、本実施の形態では、コンテンツ記憶部１０５に蓄積されるコンテンツは、テレビ
放送番組に関する情報やハードディスクレコーダ等に蓄積されたコンテンツであるとした
が、これに限定されることはなく、インターネット上のＷＥＢページやコンテンツの情報
を含んでもよい。
【００６１】
　また、本実施の形態では、適合度算出部１０６は、検索条件とプロファイル記憶部１０
２に格納されるプロファイルとの適合度を算出する際に、プロファイル内に含まれる重み
値を加算することで適合度を求めていたが、これに限定されることはなく、例えば、検索
条件に含まれる検索キーワードに対する重み値を求めてベクトルと見なし、プロファイル
から求められるベクトルとの内積値などを適合度としてもよく、検索条件とプロファイル
との距離を計算できる任意の手法を利用することができる。ここで、検索条件とプロファ
イルとの適合度として距離を利用する場合は、適合度が小さいほど検索条件とプロファイ
ルとが適合しているこということであり、検索条件生成部１０７は、適合度が所定の閾値
よりも小さい場合は嗜好連想辞書から関連語を取得し、適合度が所定の閾値よりも大きい
場合は一般連想辞書から関連語を取得する。
【００６２】
　また、本実施の形態では、検索条件生成部１０７は関連語を取得して検索条件を生成し
たが、情報検索装置がさらに表示部を備え、検索条件生成部１０７は取得した関連語を表
示部に表示して、ユーザに関連語を選択させ、ユーザによって選択された関連語を用いて
検索条件を生成するようにしてもよい。こうすることで、ユーザは関連語を特定して情報
検索を行うことができる。
【００６３】
　以上のように、本実施の形態によれば、検索キーワードに対して検索条件を拡張するた
めに嗜好連想辞書と一般連想辞書とを利用する際、嗜好連想辞書の特徴を表す嗜好連想辞
書特徴情報と検索条件や表示コンテンツ、検索の場面に関する情報の特徴との適合度を算
出し、この適合度に基づいて嗜好連想辞書を利用する場面を決定することにより、嗜好連
想辞書をより適切な検索条件や検索の文脈、表示コンテンツ、検索の場面で利用すること
ができる。
【００６４】
　（実施の形態２）
　図１２は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置の構成を示すブロック図である。
なお、実施の形態１と同様の部分については同じ符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００６５】
　本実施の形態の情報検索装置は、検索対象となる情報が格納されたデータベースから検
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索要求に適合する情報を関連語を用いて検索するための装置であり、入力部１０１、コン
テンツ記憶部１０５、検索部２０７、嗜好連想辞書記憶部２０１、取得単語記憶部２０２
、一般連想辞書記憶部２０３、嗜好関連語取得部２０４、未取得関連語判定部２０５、お
よび一般関連語取得部２０６を含んで構成される。
【００６６】
　嗜好連想辞書記憶部２０１は、コンテンツ記憶部１０５に格納されている情報に含まれ
ている複数の単語に対して、ユーザの嗜好を反映した単語間の関係を示す嗜好連想辞書を
記憶している。嗜好連想辞書には、例えば、関連のある単語同士を対とした関連語対（関
連語１、関連語２）と関連語対の関連度合いを表す関連値とが対応付けて格納されている
。図１３は、嗜好連想辞書記憶部２０１に格納されている嗜好連想辞書の一例を示す図で
ある。ここでは、嗜好連想辞書には、図１３に示すように（関連語対、関連値）として、
（（松下次郎、松下太郎）、８０）、（（ドラマ、松下花子）、７０）、（（松下太郎、
松下花子）、５０）が格納されている。なお、ここでは関連値が高いほど関連度合いが高
いものとする。
【００６７】
　取得単語記憶部２０２は、未取得関連語判定部２０５で取得される関連語を記憶する。
【００６８】
　一般連想辞書記憶部２０３は、コンテンツ記憶部１０５に格納されている情報に含まれ
ている複数の単語間の関係を示す一般連想辞書を記憶している。一般連想辞書には、例え
ば、関連のある単語同士を対とした関連語対（関連語１、関連語２）と関連語対の関連度
合いを表す関連値とが対応付けて格納されている。図１４は、一般連想辞書記憶部２０３
に格納される一般連想辞書の一例を示す図ある。ここでは、一般連想辞書には、図１４に
示すように（関連語対、関連値）として、（（松下太郎、松下一郎）、８０）、（（バラ
エティ、松下一郎）、７０）、（（バラエティ、漫才）、９０）、…、が格納されている
。
【００６９】
　嗜好関連語取得部２０４は、入力部１０１から検索条件が入力された場合には、検索条
件に含まれる検索キーワードと所定の閾値以上の関連値で関連付けられた関連語を嗜好連
想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から取得する。また、嗜好関連語取得部２
０４は、入力部１０１から検索条件拡張命令が入力された場合には、所定の閾値を下げて
、検索条件に含まれる検索キーワードと下げた閾値以上の関連値で関連付けられた関連語
を嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から取得する。
【００７０】
　未取得関連語判定部２０５は、入力部１０１から検索条件が入力された場合には、取得
単語記憶部２０２を初期化して嗜好関連語取得部２０４で取得された関連語を取得単語記
憶部２０２に格納し、さらにこの関連語を検索部２０７に出力する。また、未取得関連語
判定部２０５は、入力部１０１から検索条件拡張命令が入力された場合には、嗜好関連語
取得部２０４で取得される関連語が取得単語記憶部２０２に既に記憶されているか判定す
る。 取得関連語判定部２０５は、関連語が記憶されていない場合には、前記関連語を取
得単語記憶部２０２に追加記憶して、さらに前記関連語を検索部２０７に出力する。また
、記憶されている場合には、一般関連語取得部２０６に入力部１０１から入力された検索
条件に含まれる検索キーワードを出力する。
【００７１】
　一般関連語取得部２０６は、未取得関連語判定部２０５から検索キーワードが入力され
ると、一般連想辞書記憶部２０３に格納される一般連想辞書から検索キーワードと所定の
閾値以上の関連値で関連付けられた関連語を取得し、取得した関連語を検索部２０７に出
力する。また、一般関連語取得部２０６は、未取得関連語判定部２０５から入力される検
索キーワードが２回目以上である場合には、所定の閾値を下げて、検索条件に含まれる検
索キーワードと下げた閾値以上の関連値で関連付けられた関連語を一般連想辞書記憶部２
０３に格納される一般連想辞書から取得する。

10

20

30

40

50

(17) JP 4008954 B2 2007.11.14

未



【００７２】
　検索部２０７は、未取得関連語判定部２０５、または、一般関連語取得部２０６から関
連語が入力されると、入力された関連語から検索条件を生成し、生成した検索条件に合致
した情報をコンテンツ記憶部１０５から取得し、検索結果とする。
【００７３】
　次に、このように構成された本実施の形態による情報検索装置の動作について説明する
。図１５はこの情報検索装置の動作の流れを示すフローチャートである。
【００７４】
　ユーザによって入力部１０１から検索条件または検索条件拡張命令が入力されると、こ
の検索条件または検索条件拡張命令を嗜好関連語取得部２０４が受け付ける（ステップＳ
２０１）。
【００７５】
　次に、嗜好関連語取得部２０４は、受け付けた検索条件または検索条件拡張命令が検索
条件であるか検索条件拡張命令であるかを判定する（ステップＳ２０２）。この判定の結
果、検索条件である場合（ステップＳ２０２でＹＥＳ）には、嗜好関連語取得部２０４は
、検索条件に含まれる検索キーワードと嗜好連想辞書用の所定の閾値以上の関連値で関連
付けられた関連語を嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から取得する（
ステップＳ２０３）。具体的な一例として、ユーザが入力部１０１から検索条件「松下太
郎」を入力した場合について説明する。この例では、嗜好関連語取得部２０４は、入力部
１０１から入力された検索条件「松下太郎」に含まれる検索キーワード「松下太郎」と所
定の閾値（ここでは一例として、所定の閾値を「６０」とする）以上の関連値で関連付け
られた関連語「松下次郎」を嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から取
得する。
【００７６】
　次に、未取得関連語判定部２０５は、取得単語記憶部２０２を初期化して（ステップＳ
２０４）、嗜好関連語取得部２０４で取得された関連語を取得単語記憶部２０２に格納し
（ステップＳ２０５）、さらに関連語を検索部２０７に出力する。上記の例では、未取得
関連語判定部２０５は、取得単語記憶部２０２を初期化して、嗜好関連語取得部２０４で
取得された関連語「松下次郎」を取得単語記憶部２０２に格納し、さらに関連語を検索部
２０７に出力する。図１６は、関連語「松下次郎」が格納された時の取得単語記憶部２０
２の内容を示す図である。
【００７７】
　次に、検索部２０７は、未取得関連語判定部２０５から関連語が入力されると、入力さ
れた関連語から検索条件を生成し、生成した検索条件に合致した情報をコンテンツ記憶部
１０５から取得し、検索結果とする（ステップＳ２１３）。上記の例では、検索部２０７
は、未取得関連語判定部２０５から関連語「松下次郎」が入力されると、入力された関連
語「松下次郎」から検索条件「松下次郎」を生成し、検索条件「松下次郎」のキーワード
が含まれる情報をコンテンツ記憶部１０５から取得し、検索結果とする。
【００７８】
　一方、上記判定の結果、検索条件拡張命令である場合（ステップＳ２０２でＮＯ）には
、嗜好関連語取得部２０４は、嗜好連想辞書用の所定の閾値を下げる（ステップＳ２０６
）。そして、嗜好関連語取得部２０４は、検索条件に含まれる検索キーワードと下げた閾
値以上の関連値で関連付けられた関連語を嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連
想辞書から取得する（ステップＳ２０７）。具体的な一例として、ユーザによって入力部
１０１から検索条件「松下太郎」が入力された後に、検索条件拡張命令が入力された場合
について説明する。この例では、嗜好関連語取得部２０４は、入力部１０１から検索条件
拡張命令が入力されると、閾値「６０」を閾値「５０」に下げ（ここでは一例として閾値
の下げ幅を「１０」とする）、嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から
検索条件「松下太郎」に含まれる検索キーワード「松下太郎」と閾値５０以上の関連値で
関連付けられた関連語「松下次郎、松下花子」を取得する。また、ここでは、閾値以上の
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関連語を取得するようにしたが、関連値の大きい順に取得する関連語数を増加するように
してもよい。
【００７９】
　次に、未取得関連語判定部２０５は、嗜好関連語取得部２０４で取得された関連語が取
得単語記憶部２０２に既に記憶されているか判定する（ステップＳ２０８）。この判定の
結果、記憶されていない場合、すなわち未取得の関連語を取得できた場合（ステップＳ２
０８でＹＥＳ）には、未取得関連語判定部２０５は、この関連語を取得単語記憶部２０２
に追加記憶して（ステップＳ２０９）、さらにこの関連語を検索部２０７に出力する。上
記の例では、未取得関連語判定部２０５は、嗜好関連語取得部２０４で取得される関連語
「松下次郎、松下花子」の内、関連語「松下花子」が取得単語記憶部２０２に記憶されて
いないと判定し、関連語「松下花子」を取得単語記憶部２０２に追加記憶して、さらに関
連語「松下花子」を検索部２０７に出力する。図１７は、関連語「松下花子」が格納され
た時の取得単語記憶部２０２の内容を示す図である。
【００８０】
　次に、検索部２０７は、未取得関連語判定部２０５から関連語が入力されると、入力さ
れた関連語から検索条件を生成し、生成した検索条件に合致した情報をコンテンツ記憶部
１０５から取得し、検索結果とする（ステップＳ２１３）。上記の例では、検索部２０７
は、未取得関連語判定部２０５から関連語「松下花子」が入力されると、入力された関連
語「松下花子」から検索条件「松下花子」を生成し、検索条件「松下花子」のキーワード
が含まれる情報をコンテンツ記憶部１０５から取得し、検索結果とする。
【００８１】
　一方、上記判定の結果、関連語が記憶されている場合、すなわち未取得の関連語を取得
できなかった場合（ステップＳ２０８でＮＯ）には、入力部１０１から入力された検索条
件に含まれる検索キーワードを一般関連語取得部２０６に出力する。一般関連語取得部２
０６は、未取得関連語判定部２０５から検索キーワードが入力されると、未取得関連語判
定部２０５から検索キーワードが入力されたのが初回目であるか否かを判定する（ステッ
プＳ２１０）。初回目である場合（ステップＳ２１０でＹＥＳ）には、一般関連語取得部
２０６は、一般連想辞書記憶部２０３に格納されている一般連想辞書から検索キーワード
と一般連想辞書用の所定の閾値以上の関連値で関連付けられた関連語を取得し（ステップ
Ｓ２１２）、取得した関連語を検索部２０７に出力する。また、初回目でない場合（ステ
ップＳ２１０でＮＯ）には、一般関連語取得部２０６は、一般連想辞書用の所定の閾値を
下げる（ステップＳ２１１）。そして、一般関連語取得部２０６は、検索条件に含まれる
検索キーワードと下げた閾値以上の関連値で関連付けられた関連語を一般連想辞書記憶部
２０３に格納されている一般連想辞書から取得する（ステップＳ２１２）、取得した関連
語を検索部２０７に出力する。
【００８２】
　次に、検索部２０７は、一般関連語取得部２０６から関連語が入力されると、入力され
た関連語から検索条件を生成し、生成した検索条件に合致した情報をコンテンツ記憶部１
０５から取得し、検索結果とする（ステップＳ２１３）。
【００８３】
　具体的な一例として、ユーザによって入力部１０１から検索条件「松下太郎」が入力さ
れた後に、検索条件拡張命令の２回目が入力された場合について説明する。嗜好関連語取
得部２０４は、入力部１０１から検索条件拡張命令が入力されると、閾値５０を閾値４０
に下げ、嗜好連想辞書記憶部２０１に格納される嗜好連想辞書から検索条件「松下太郎」
に含まれる検索キーワード「松下太郎」と閾値４０以上の関連値で関連付けられた関連語
「松下次郎、松下花子」を取得する。次に、未取得関連語判定部２０５は、嗜好関連語取
得部２０４で取得される関連語「松下次郎、松下花子」が取得単語記憶部２０２に既に記
憶されていると判定し、入力部１０１から入力された検索条件「松下太郎」に含まれる検
索キーワード「松下太郎」を一般関連語取得部２０６に出力する。
【００８４】
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　次に、一般関連語取得部２０６は、未取得関連語判定部２０５から検索キーワード「松
下太郎」が入力されると、一般連想辞書記憶部２０３に格納される一般連想辞書から検索
キーワード「松下太郎」と所定の閾値（ここでは一例として、所定の閾値を８０とする）
以上の関連値で関連付けられた関連語「松下一郎」を取得し、取得した関連語「松下一郎
」を検索部２０７に出力する。検索部２０７は、一般関連語取得部２０６から関連語「松
下一郎」が入力されると、入力された関連語「松下一郎」から検索条件「松下一郎」を生
成し、検索条件「松下一郎」のキーワードが含まれる情報をコンテンツ記憶部１０５から
取得し、検索結果とする。
【００８５】
　なお、本実施の形態では、一般関連語取得部２０６は、未取得関連語判定部２０５から
入力された検索キーワードに関連した関連語を一般連想辞書記憶部２０３から取得するよ
うにしたが、さらに、取得単語記憶部２０２を参照し、一般連想辞書記憶部２０３から取
得した関連語から取得単語記憶部２０２に記憶されている関連語を除き、残された関連語
のみを検索部２０７に出力するようにしてもよい。こうすることで、既に検索を行った関
連語を検索することがなくなり、ユーザに同じ関連語で検索した重複した検索結果を提示
しなくてもよくなる。
【００８６】
　また、本実施の形態では、コンテンツ記憶部１０５に蓄積されるコンテンツは、テレビ
放送番組に関する情報やハードディスクレコーダ等に蓄積されたコンテンツであるとした
が、これに限定されることはなく、インターネット上のＷＥＢページやコンテンツの情報
を含んでもよい。
【００８７】
　また、本実施の形態では、検索部２０７は関連語を取得して検索条件を生成したが、情
報検索装置がさらに表示部を備え、検索部２０７は取得した関連語を表示部に表示して、
ユーザに関連語を選択させ、ユーザの選択した関連語を用いて検索条件を生成するように
してもよい。こうすることで、ユーザは関連語を特定して情報検索を行うことができる。
【００８８】
　以上のように、本実施の形態によれば、嗜好連想辞書に格納される関連語を優先的に利
用しながらも、嗜好連想辞書から関連語が取得できない場合には、一般連想辞書を利用し
て関連語を取得することができる。
【００８９】
　なお、上記実施の形態１において、一般連想辞書記憶部１０３は一般連想辞書記憶手段
に、嗜好連想辞書記憶部１０４は嗜好連想辞書記憶手段に、適合度算出部１０６は適合度
算出手段に、検索条件生成部１０７は検索条件生成手段に、検索部１０８は検索手段に、
それぞれ相当する。
【００９０】
　また、上記実施の形態２において、嗜好連想辞書記憶部２０１は嗜好連想辞書記憶手段
に、一般連想辞書記憶部２０３は一般連想辞書記憶手段に、嗜好関連語取得部２０４は嗜
好関連語取得手段に、未取得関連語判定部２０５は未取得関連語判定手段に、一般関連語
取得部２０６は一般関連語取得手段に、検索部２０７は検索条件生成手段および検索手段
に、それぞれ相当する。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本発明に係る情報検索装置は、嗜好連想辞書と一般連想辞書を利用する際、嗜好連想辞
書をより適切な検索条件や検索の文脈、表示コンテンツ、検索場面で利用することができ
、ハードディスクレコーダやＤＶＤレコーダ、ＴＶ、オーディオコンポ、インターネット
にアクセスして情報検索を行うことができる端末等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置の構成を示すブロック図であ
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る。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられるプロファイルの
一例を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる一般連想辞書の
一例を示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる嗜好連想辞書の
一例を示す図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置の動作の流れを示すフローチ
ャートである。
【図６】図６は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる状況キーワード
および感情キーワードを格納しているプロファイルの一例を示す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置の表示部に表示されている情
報の一例を示す図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる関連値が格納さ
れている嗜好連想辞書の一例を示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる適合度とそれに
対応した取得関連語数との関係を記憶するテーブルの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる関連値が格
納されている一般連想辞書の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態１に係る情報検索装置に用いられる適合度とそ
れに対応した取得関連語数との関係を記憶するテーブルの一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置の構成を示すブロック図
である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置に用いられる嗜好連想辞
書の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置に用いられる一般連想辞
書の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置の動作の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置に用いられる取得単語記
憶部の内容の一例を示す図である。
【図１７】図１７は、本発明の実施の形態２に係る情報検索装置に用いられる取得単語記
憶部の内容の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００９３】
　１０１　入力部
　１０２　プロファイル記憶部
　１０３、２０３　一般連想辞書記憶部
　１０４、２０１　嗜好連想辞書記憶部
　１０５　コンテンツ記憶部
　１０６　適合度算出部
　１０７　検索条件生成部
　１０８　検索部
　２０２　取得単語記憶部
　２０４　嗜好関連語取得部
　２０５　未取得関連語判定部
　２０６　一般関連語取得部
　３０１　表示部                                                                 
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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